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保育者養成課程学生の保護者支援に対する意識

平沼晶子（和泉短期大学）
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問題と目的

保育所における「保護者に対する支援」は，

年告示の保育所保育指針で保育士の業務として明

記され， 年の改訂では「子育て支援」という

章立てのもと，支援の更なる充実が謳われている。

幼稚園教育要領においても同様で，保育者の専門

性を活かし，施設の機能を活用しながら子育て支

援を積極的に行うことは，保育者の職務の一環と

されている。保育者養成課程学生は，「保育相談支

援」「相談援助」などの科目で保護者支援について

学ぶ。保育現場からも養成校に期待することとし

て保護者対応力の資質があげられている（太田，

）。しかし，多くの学生にとって，保護者は自

分より年上で経験が豊富であることから，支援へ

の不安や戸惑いを抱く者は少なくない。そこで，

本研究では，保護者支援に対する学生の意識を明

らかにして，学生に必要な学びについて検討した。

方 法

調査対象者と手続き

保育者養成短期大学 年生 人を対象に，「保

育相談支援」の授業（全 回）の初回開始時（以

後，授業前）と第 回終了時（以後，授業後）に

質問紙調査を行った。第 回を授業後としたのは，

この回までに保育相談支援の原理と構造，方法と

技術，展開など，保護者支援に関する基本を押さ

えること，第 回授業後に学生は 週間の幼稚園

実習に入ることから，この回を一区切りと考えた

ことによる。なお，調査は研究を目的に実施する

ものであり，回答により不利益を被ることはない

旨を，調査用紙に明記した。

調査内容

授業前調査では，「この授業を受ける以前に，

保護者への支援について調べたり勉強したことが

ありますか」を尋ねた。次に，保護者支援につい

て「大切だと思う」「興味がある」「イメージがも

てる」「学ぶのは難しい」「自信はある」の 項目

について， 件法で回答を求め，各々の回答理由

を自由に記述してもらった。授業後調査において

も，上記の 項目を尋ねた。

結果と考察

授業前調査の「保護者支援について学んだ機会

の有無」では「なし」の回答が 人で， ％

は保護者支援を初めて学ぶ学生だった。次に保護

者支援について「大切だと思う」「興味がある」「イ

メージがもてる」「学ぶのは難しい」「自信はある」

の 項目について，対応のあるｔ検定を行い，授

業前と授業後の学生の意識を比較した（ ）。

その結果，「大切だと思う」「イメージがもてる」

では，授業前より授業後で高く，授業後の自由記

述からは，授業を通して，子どもの健全な成長の

ために，また親自身のために保護者支援は大切で

あることへの理解を深め，どのように支援してい

くのかを具体的にイメージできるようになったこ

とが示された。一方，「学ぶのは難しい」について

も授業前より授業後で高く，授業後の自由記述で

は，マニュアルがなく正解もなく，一人ひとりに

自分の言葉で向き合い対応することの難しさがあ

げられた。また，「興味がある」に関しては授業前

と後で差はみられなかったが，自由記述において，

授業前では「分からないから学びたい」という回

答が多かったのに対し，授業後では「学ぶほどに

難しさを感じてもっと学びたい」という内容へと，

質的な変化がみられた。「自信はある」についても

授業の前と後での差はなく，自信のなさが示され

た。授業後の自由記述からは，授業で学んでも実

際にできる自信がもてないことや，実践や経験が

ないことによる自信のなさが窺われた。

以上からは，授業での学びにより，保護者支援

に関する知識やイメージはもてるようになる一方，

実際に自分が支援者になることへの不安は高く，

実体験のないことがひとつの要因として示された。

したがって，実習やその他の機会を利用して，学

生が実際に保護者と関わることのできる場の提供

が，教授における課題として示唆された。

授業前　　　　 　授業後　

平均値( )　　 平均値(

大切だと思う 3.94(.24)　   ＜　3.99(.12)　

興味がある 3.45(.58)　   　　 3.54(.54)　　

イメージがもてる 2.60(.61)　   ＜　3.14(.50)

学ぶのは難しい 3.19(.62)　   ＜　3.53(.56)

自信はある 2.05(.55)　      　2.07(.54)

<.05，

質問項目 値

Table 1　授業前と授業後の比較：平均値（標準偏差）と 検定結果
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店と客の集合的学習による規範の変更と新たな価値の創発過程
―フレンチレストランの実践から お子様メニューの変遷―

會津律治（株式会社パラディ・ラボ）
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目 的

店と客の関係は，経済的なマクロ視点においては共

存共栄の二つのコミュニティを形成しているとみなさ

れるが，レストランマネジメントにおけるミクロな視

点では提案側と選択側であり，利益は背反し，目的は

異なる（會津， ）。本調査では、「生産側」の店と

「消費側」の客という目的を異にする二つのコミュニ

ティが当該レストランにおいて協働することで，店の

規範に変更を促し，新たな価値が生産・推進される過

程を明らかにすることを試みる。

実践者であり，分析者でもある筆者が経営するフレ

ンチレストラン（以下，Ｆ店）において店と客の行動

を調査・分析し，それぞれの変容を記述する。これに

より，飲食店の新しい価値（文化）が生産・推進され

る過程を示すことを目的とする。

方 法

対象は 店（開店 年目）店長（男・ 代）及び

不特定多数の顧客である。実施は 年 月，方法

は 対象者のやりとり及びインタビューを元に記述・分

析した。データより，客と店側が互いの規範の逸脱に

言及した言葉と行動，新たな規範が生成されることで

起こる，お子様メニューの変遷に特に焦点化し分析し

た。

結果と考察

結果：「 レストラン」は，既存のフランス料理レス

トランとは違ったコンセプト―（ ）セルフサービ

ス（ ）券売機清算（ ）バリュー価格（品質に比べて

価格が低いこと）の割に（ ）料理は本格的なフランス

料理（以下フレンチ）―を提供する（ ）大人のた

めの店として開店した。開店後，子供連れの若いファ

ミリー層の来店が増加するとともに，親達から子供用

メニューの要望が相次いだ。店は当初「大人のための

本格的フレンチ（ ）（ ）」から，親の要望を断ってい

たが，やがて子供用メニューを開発・提供するように

なった。その後，子供用メニューは廃止され，子供も

フレンチを消費するように変化した。この店の子供向

けメニューの変遷について，筆者および店長の回想場

面を記述した。

筆者による店長へのインタビュー記録（抜粋）

筆者：「子供用メニューの始まりを教えて下さい」

店長：「開店してすぐに，子供同伴の親から子供の食べ

られる物が無いって言われて…」

筆者：「本格フレンチは，子供用メニューは出さない？」

店長：「そう，でも…，今までのフレンチとは逆で出来

た店だし…」「さらに，子供連れのお客さんが増

えて，シェフが大人用の牛フィレ肉の余りで『お

子様フレンチ』を出した」

筆者：「ということは『お子様フレンチ』って，中身は

大人用と同じだよね」

店長：「同じ，名前と見た目が違うだけ（笑い）」

筆者：「『お子様フレンチ』を廃止したのはなぜ？」

店長：「さらに子供連れ客が増えて，余り肉が不足に」

筆者：「『お子様フレンチ』をやめてクレームは？」

店長：「いや，その頃は子供連れの親も子供に，大人の

料理を食べさせていたから」

筆者：「その後は，苦情もなく？」

店長：「そう，大人と一緒にフレンチを食べるよ，小さ

な子がお誕生日の時に，『牛フィレ 皿食べに来

ました』って言うんだ（笑）」

考察：客は既存のフレンチ店の客としてあるべき規

範を超えた欲望（子供用メニューの要望）を表出させ，

店はそれを拒否したが客の欲望表出は継続した。それ

が契機となり，店側は，自ら設定した「 レストラン」

の規範「今までのフレンチとは逆で出来た店だし…」

に直面させられ，規範を再考し，「ファミリー・フレン

チ」という新たなジャンルの飲食店の規範を構築した。

それによって，大人専用と考えられていたフレンチへ

の子供の来店及び消費という新たな規範が創発された。

客による「客としての規範の逸脱」と，店による「店

の規範の再考」における互いの利益創発プロセスの結

果とその時の状況への依存は，集合的な学習（

， ）の場面であったと考える。
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